
CSR・環境報告書を通して企業が未来の環境リーダーを育成する「教育プログラム」 

評価 分析 報告 提案 

「ECO REPORT WAY 21」（「学生・若者の環境報告書21 の指標」）は、未
来の環境リーダーを育成する「環境教育プログラム」として、次世代の主役と
なる20代の若者（学生）たちが「CSR・環境報告書」を分析・評価します。 
そして「CSR・環境報告書」 のあるべき姿 ＝ “企業の活動を映す 『鏡』 と
して、読みやすく、わかりやすい情報発信ツール” とするために、「学生の視
点」より企業に新しいアイデアを提案するプロジェクトです。 

・意見、アイディアを聞ける機会ができる 

・学生から見た企業の現状評価がわかる 

・将来を背負う「優秀な人材」の発掘の端緒となる 

・環境をテーマにした企業の経営戦略の一端を 

 知ることができる 

・企業で働く人々から生の声が聞ける 

・将来自分たちが働く会社を選定する材料となる 
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エコプロダクツ展に成果報告することを１年間の到達点とし、企業選定、役割分担等計画を立てる 

企業のＣＳＲ報告書の分析・評価を行い、評価した企業に訪問し、評価結果を報告する 

エコプロダクツ展への出展を通して来場者の意見等を集約し、活動の課題を洗い出す 

次年度に向けてさらに本プログラムが学生・企業に有益な内容になるための施策を打つ 

～２０１１年度の活動より～ 

2011年11月16日シチズンホールディングス株式会社様にて 

●訪問内容 
 ・今年度の企業訪問結果 計 ６社 

  ＊エコプロダクツ展後も数社の訪問が既に予定されています。 

 ・訪問の流れ 

  ①ERW21活動内容の報告 ②評価分析結果発表 ③意見交換  

～ＰＤＣＡを意識して活動しています～ 

私たちの活動のために時間を割いて戴きありがとうございました。 

まだまだ至らない部分も多いですが、意見交換では私たちの指摘に対して真 

摯に耳を傾けてくださいました。また、私たちの意見に共感して戴いたことは 

今後の活動への弾みにもなりました。現状に満足せず、企業訪問がさらに意 

義のある時間になるよう邁進してまいります。 

                           ECO REPORT WAY 21  

                             学生リーダー 小野 弘祐 

CSR報告書を評価して戴きありがとうございました。 

学生というステークホルダーの立場で「リクルート視点による２１の指標」を 

開発したことは、学問として画期的なこと、また就職活動の実用的なツール 

にもなる二面性を兼ねていると評価します。今後もこの評価結果を参考とし、 

種々のステークホルダーの期待に応えるようCSR活動を進めていきます。 

                   シチズンホールディングス株式会社 

監査・CSR室 齋藤 茂 

Win Win 


